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は季節変化と経年変化を考慮し、1970 年代から 2000 年代までおよそ 10 年間隔で撮影され
た空中写真および衛星画像、ならびに 2001 年以降に撮影された雨期・乾期・収穫期の衛星
画像を入手している。 
現地調査の対象サイトは、南部州のシナゾングウェ地区に設置した 3 地区(5 ヵ村)で、
カリバ湖畔に近い低地から、丘陵地、標高 1000m 以上の高地までの異なる地形上に位置し






空中写真は、ザンビア測量局が所有する 1970 年、1980 年、1991 年 3 時期の現地調査対
象サイトをカバーする範囲で合計 227 枚を購入した。空中写真の撮影縮尺は約 1:30,000 で
あった。これら空中写真を用いることで、数 m の解像度を持つ数値地形モデルおよび正射
画像の作成、さらには縮尺約 1:10,000 相当の地形図の作成が可能となる。 
2009 年度は、現地調査による雨季・乾季の作物別耕作地分布図、空中写真・衛星画像解
析による地形および耕作地分布図に、世帯調査や家畜、放牧地に関するデータを統合して
いきたいと考えている。 
 
